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地方再生に向けて
全国町村会は、７月５日に全国町村会館（東京都）で開催した理事会で「平成31年度政府予算編成および施策に関する要望」
を決定しました。その後に永原譲二行政副委員長（大任町長）を含む参加者が４班に分かれ、自民党や関係省庁を訪問。永
原副委員長は重点事項の一つである介護保険制度や国民健康保険制度などについて厚生労働省の幹部に要望活動を行いま
した。今回のこちら町長室では、要望活動中に３名の幹部と行った意見交換の内容について抜粋して紹介します。

こちら町長室×平成 31 年度政府予算編成および施策に関する要望

佐
々
木
課
長　

産
科
医
に
つ
い
て
は
横
ば
い

ぐ
ら
い
で
減
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
妊

婦
は
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
人
口
・
妊
婦
あ

た
り
の
産
科
医
の
人
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
業
医
に
つ
い
て
も
全
体
的
に
は
減
っ

て
い
な
い
と
い
う
印
象
で
す
が
、
地
方
で
は

高
齢
化
な
ど
で
後
継
ぎ
が
い
な
く
な
り
、減
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
地
域
で
必
要
な
医
師
を
受
け

継
ぎ
、
守
っ
て
い
く
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大任町長 永原譲二▲吉田学 子ども家庭局長（右から３番目）に要望書を提出▲蒲原基道 事務次官（右から４番目）に要望書を提出▲鈴木俊彦 保険局長（右から２番目）に要望書を提出 ▲蒲原事務次官に対し、国民健康保険制度などについて意見交換を行う永原行政副委員長

▲濵谷浩樹 老健局長（右から３番目）に要望書を手渡す永原譲二 行政副委員長

　
７
月
５
日
、
全
国
町
村
会
館
で
行
わ
れ
た

理
事
会
で「
平
成
31
年
度
政
府
予
算
編
成
お

よ
び
施
策
に
関
す
る
要
望
」が
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
政
府
と
国
会
等
関
係
者
に
対
し
、

31
年
度
予
算
編
成
と
各
種
施
策
の
具
体
化
な

ど
の
必
要
事
項
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

そ
の
要
望
内
容
は「
大
規
模
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
と
全
国
的
な
防
災
・
減
災
対
策
の

強
化
」や「
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け

た
地
方
創
生
の
さ
ら
な
る
推
進
」な
ど
35
項

目
で
す
。

　
ま
た
、
35
項
目
の
中
の
特
に
重
要
な
９
分

野（
①
大
規
模
震
災
・
豪
雨
災
害
等
か
ら
の

復
旧
・
復
興
と
全
国
的
な
防
災
・
減
災
対
策
、

②
地
方
創
生
、
③
町
村
自
治
確
立
、
④
地

方
税
財
政
、
⑤
介
護
保
険
制
度
・
国
民
健
康

保
険
制
度
、
⑥
教
育
施
策
等
、
⑦
農
林
水
産

業
、
⑧
合
区
解
消
、
⑨
国
土
政
策
）を
重
点

事
項
と
し
て
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

35
項
目
の
中
か
ら
９
分
野
を
重
点

事
項
と
し
て
と
り
あ
げ
る

　

医
政
局
の
佐さ

さ

き
々
木
健た
け
し

地
域
医
療
計
画
課

長
に「
医
師
の
確
保
」「
へ
き
地
保
健
医
療
対

策
」に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

永
原
副
委
員
長
が
佐
々
木
課
長
と
行
っ
た
意

見
交
換
の
内
容
に
つ
い
て
一
部
紹
介
し
ま
す
。

永
原
町
長　

産
科
医
と
開
業
医
は
減
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
か
。

医
政
局
に「
医
師
の
確
保
」「
へ
き

地
保
健
医
療
対
策
」に
つ
い
て
要
望

　

厚
生
労
働
省
の
蒲か
も
は
ら原
基も
と
み
ち道
事
務
次
官
に

「
国
民
健
康
保
険
制
度
」「
介
護
保
険
制
度
」

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」に
つ
い
て
要

望
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
永
原
副
委
員

長
が
蒲
原
事
務
次
官
と
行
っ
た
意
見
交
換
の

内
容
に
つ
い
て
一
部
紹
介
し
ま
す
。

永
原
町
長　
福
岡
県
の
介
護
保
険
広
域
連
合

で
は
、
地
域
ご
と
に
格
差
が
あ
り
す
ぎ
た
た

め
、
保
険
料
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
段
階
に
統
一
し

ま
し
た
。
介
護
の
地
域
支
援
事
業
を
拡
充
し
、

介
護
保
険
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
保
険
料

が
下
が
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

蒲
原
事
務
次
官　

介
護
保
険
の
趣
旨
は
、
要

介
護
者
の
自
立
度
を
高
め
る
た
め
に
使
う
も

の
で
、
大
分
県
な
ど
の
好
事
例
と
な
る
と
こ

ろ
は
、「
介
護
保
険
が
な
ん
の
た
め
に
あ
る
の

か
」を
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

永
原
町
長　

本
町
で
は
、
地
元
の
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
な

厚
生
労
働
省
に「
国
民
健
康
保
険
制

度
」「
介
護
保
険
制
度
」な
ど
を
要
望

ど
の
コ
ー
チ
を
招
い
て
介
護
予
防

の
運
動
を
行
っ
て
お
り
、
介
護
予

防
に
時
間
を
か
け
る
と
要
介
護
度

も
下
が
る
と
思
い
ま
す
。

蒲
原
事
務
次
官　

介
護
予
防
が

大
事
で
あ
り
、
体
操
や
集
う
場
所

が
あ
る
の
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
介
護
予
防
の
お
金
で
、
高
齢

者
が
自
主
的
に
運
営
す
る
子
ど
も

食
堂
を
つ
く
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
自
分
の
役
割
が
あ
る
と
い
う

意
識
づ
け
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

永
原
町
長　

医
療
費
の
削
減
も

同
様
に
、
高
齢
者
が
来
る
時
間

帯
に
介
護
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
行
え
ば
、
高
齢
者
が
病

院
に
行
く
頻
度
が
減
り
、
医
療

費
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
老
健
局
の
濵は
ま
や谷
浩ひ
ろ
き樹
老
健
局
長
に「
財
政
運

営
の
充
実
」「
一
号
保
険
料
の
低
所
得
者
軽
減
強

化
」「
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
」に
つ
い
て

永
原
副
委
員
長
が
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
永
原
副
委
員
長
が
濵
谷
局
長
と
行
っ
た
意

見
交
換
の
内
容
に
つ
い
て
一
部
紹
介
し
ま
す
。

永
原
町
長　
財
政
運
営
の
充
実
は
、「
保
険
者

機
能
強
化
推
進
交
付
金
」に
加
え
、
６
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た「
骨
太
の
方
針
２
０
１
８
」な

ど
で
調
整
交
付
金
の
活
用
な
ど
が
言
及
さ
れ

て
い
ま
す
。
調
整
交
付
金
は
、
保
険
料
水
準

の
格
差
調
整
を
行
う
た
め
の
も
の
で
、
保
険

者
機
能
強
化
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に

活
用
す
る
こ
と
は
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ　

意
欲
向
上
や
目
標
達

成
の
た
め
の
刺
激
策
。

濱
谷
局
長　

確
か
に
、
調
整
交
付
金
は
５
％

し
か
な
い
の
で
所
得
と
年
齢
の
調
整
で
目
一

杯
で
す
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
活
用
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
意

見
を
頂
き
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

永
原
町
長　
一
号
保
険
料
の
低
所
得
者
軽
減
強
化

に
つ
い
て
、
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
の
際

に
は「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」に
よ
る
市
町
村

民
税
の
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
た
保
険
料
軽
減

策
を
確
実
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

濱
谷
局
長　

一
号
保
険
料
の
軽
減
策
は
、
年

末
の
予
算
編
成
時
に
決
ま
る
こ
と
で
す
が
、

10
％
引
き
上
げ
時
に
は
確
実
に
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

老
健
局
に「
財
政
運
営
の
充
実
」「
保

険
料
の
軽
減
強
化
」な
ど
を
要
望

▲佐々木健 地域医療計画課長（右から３番目）に要望書を提出▲吉田学 子ども家庭局長（右から３番目）に要望書を提出
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田
ん
ぼ
を
有
効
活
用
し
大
豆
を
育
て
る

大
豆
ク
ラ
ブ
が
植
付
作
業
を
開
始

　７月13日、大任町大型機械化組合「大豆クラブ」
が大豆の植付作業を行いました。この組合は、町と
協力して町内で減反している田んぼに大豆の作付
けを行っています。代表者の安武秀
樹さんは「田んぼを減反する場合は、
大豆の作付けにご協力いただけると
助かります」と話していました。

▼晴天のなか、複数ある田んぼに植付作業を行いました

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
町
の
教
育
を
支
え
る

池
本
敏
春
さ
ん
が
大
任
町
教
育
委
員
に
再
任

　７月12日、町長室で辞令交付が行われ、池本敏
春さんが大任町教育委員に再任されました。池本
さんは、大任町職員として教育課長や総務課長な
どを歴任し、定年退職後の平成28年からは大任町
教育委員に就任しています。池本さんは「町の教育
委員として町の教育向上のため、子どもたちのた
めに尽力していきたいです」と話していました。

▼永原譲二町長（右）から辞令を受け取った池本敏春さん（左）

児
童
の
活
動
が
川
の
浄
化
に
つ
な
が
る

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
し
じ
み
を
彦
山
川
に
放
流

　６月25日、大任小と今任小の３年生が、彦山川
河川敷の水辺公園で大任町商工会が準備したしじ
みの稚貝を川に放流しました。この活動は児童に町
のシンボルであるしじみと自然の大切さを学んでも
らうことを目的に、昭和61年から商工会が中心と
なり毎年行っています。児童たちは「川をきれいに
してね」など願いを込めながら稚貝を放流しました。

▼しじみ１個でコップ１杯分の水がきれいになります

春
武
館
か
ら
二
人
の
拳
士
が
準
優
勝
に
輝
く

第
六
回
九
州
拳
友
空
手
道
オ
ー
プ
ン
選
手
権
大
会

　６月23日、かすやドームで第六回九州拳友空手道
オープン選手権大会が行われました。この大会に春
武館から多くの拳士が出場し、組手部門で井上由菜
さん（小学１年女子の部）と浦野隆史さん（高校・一般
男子の部）が見事準優勝に輝きました。初出場で準優
勝を成し遂げた井上さんは「技も決まり、練習の成果
をしっかりと出せたと思います」と話していました。

▼春武館では、現在、園児から大人までが汗を流しています

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

精
神
的
・
経
済
的
自
立
へ
の
第
一
歩
を

町
内
３
校
で
マ
ナ
ー
教
室

　６月13日、大任小学校、７月９日、大任中学校、10日、
今任小学校でマナー教室が行われました。中学校で
は８月の職場体験に向けて、言葉遣いや所作のマナー
などを学び、小学校では玄関の上がり方や畳の上で
の作法などについて学びました。マナー講座を体験
した生徒は「この体験を無駄にせず、職場体験でしっ
かりと生かしたいです」と話していました。

▼講師は、社会教育接遇マナー研究所代表の俵純子先生 サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
か
ら
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る

大
任
小
学
校
５
年
生
が
の
ぞ
み
の
里
と
交
流

　６月11日、就学支援事業所のぞみの里が所有す
る畑（桑原地区）で、大任小学校５年生の児童が、
のぞみの里の通所者や関係者と交流を行いまし
た。児童たちは各班に分かれ、サツマイモの苗を
一つひとつ丁寧に植えました。児童は「先生手伝っ
てください」「大きく育ってね」などと声を上げ、交
流を深めながら植えつけ作業に励んでいました。

▼児童たちは交流を深め、充実した時間を過ごしました

　
７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
激
し
い
雨

が
町
を
襲
い
ま
し
た
。
特
に
６
日
は
、
役
場

屋
上
に
あ
る
観
測
メ
ー
タ
ー
で
１
時
間
に
最

高
47
ミ
リ
、
正
午
12
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
で
１
３
０
ミ
リ
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
雨

量
を
記
録
。
こ
の
日
の
３
時
間
だ
け
で
、
年

間
降
水
量
の
約
１
割
に
あ
た
る
雨
が
降
り
ま

し
た
。

　
豪
雨
の
影
響
で
役
場
前
の
大
任
中
央
線
や

道
善
・
玉
川
線
な
ど
で
は
、
道
路
が
冠
水
す

る
被
害
が
発
生
し
、
通
行
止
め
と
な
る
場
所

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
、

降
り
続
く
雨
の
影
響
に
よ
り
、
玉
川
地
区
や

富
士
見
ヶ
丘
地
区
、
道
善
地
区
や
根
床
地
区

な
ど
、
町
内
数
か
所
で
土
砂
崩
れ
が
起
き
る

被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
２

日
間
に
わ
た
っ
て
降
り
続
い
た
豪
雨
は
、
数

年
に
一
度
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
１
年
前
に
起
こ
っ
た
九
州
北
部
豪

雨
や
今
回
の
西
日
本
豪
雨
よ
う
に
、
雨
が
局

所
に
集
中
し
て
降
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
集
中

豪
雨
に
は
特
に
警
戒
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
然
災
害
に
備
え
た
対
策（
非
常
食
や
飲
料
水

の
確
保
、
避
難
場
所
の
確
認
な
ど
）を
事
前
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自
然
災
害
発
生
時
に
求
め
ら
れ
る

迅
速
な
判
断

　
町
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
配
布
し

て
い
ま
す
。
こ
の
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
町
内

の
災
害
危
険
箇
所
や
避
難
所
、
防
災
機
関
位

置
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
避

難
場
所
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
確
認
し
て
災

害
時
に
は
迅
速
に
避
難
で
き
る
準
備
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
防
災
マ
ッ
プ
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
総

務
企
画
財
政
課
に
準
備
し
て
い
ま
す

町
の
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用

●
防
災
メ
ー
ル
・
ま
も
る
く
ん

　
福
岡
県
で
は
、「
防
災
メ
ー
ル
・
ま
も
る
く

ん
」を
利
用
し
て
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
防

災
気
象
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
登
録
は
無
料
で
ど
な
た
で
も
利

防
災
情
報
を
携
帯
電
話
で
確
認

用
で
き
ま
す
。
登
録
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
検
索
し

て
い
た
だ
く
か
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※ 自然災害時などの緊急事態に
備えた情報が満載

▲７月６日の豪雨で大任中央線の一部が冠水

▲道善・玉川線の一部が土砂で寸断。通行止めを余儀なくされた

※福岡県ホームページ
（防災メール・まもるくん）
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自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を

  　

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に

忘
れ
な
い
。

西
日
本
豪
雨

７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
ゲ
リ
ラ
的
豪
雨
が
西
日
本
全
域
を
襲
い
、
町

内
の
数
か
所
で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
災
害
発
生
後
の
状
況
と
防

災
に
役
立
つ
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【西日本豪雨】 平成30年７月５日から６日にかけて激しい雨が降り続き
ました。その結果、町内では土砂崩れ４か所に加え、道路の冠水や側溝
の氾濫などの被害も発生。近隣の飯塚市では、仁保の筑豊ハイツ付近
にある国道201号線の一部が陥没する被害も発生した。



　心配ごと相談を利用ください
　町では、毎週水曜日に心配ごと相談を実
施しています。相談には曜日によって、人
権擁護委員・行政相談員・民生委員などが応
じます。日常生活で悩んでいることや困っ
ていることがある人は、ぜひ相談ください。
■とき　毎週水曜日　10時～ 12時
■ところ　大任町役場 視聴覚室
問福祉課 福祉係　☎ 63・3004

６

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提
出
さ

れ
る
人
を
対
象
に
、
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
に
よ
る
出

張
相
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
相
談
に
は
、

事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
と
き　

８
月
27
日
㈪　
10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

大
任
町
役
場（
１
階
視
聴
覚
室
）

■
相
談
内
容　

就
業
相
談
、
養
育
費
相

談
な
ど

問
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯
塚

ブ
ラ
ン
チ

☎
０
９
４
８
・
21
・
０
３
９
０

ひ
と
り
親
家
庭
出
張
相
談
会

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
大
任
町
立
小
中

学
校
の
夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
目
的　

教
職
員
の
多
忙
化
が
社
会
問

題
化
し
て
い
る
中
に
あ
り
、
例
年
８
月

の
お
盆
の
期
間
は
、
学
校
へ
の
訪
問
者

町
内
の
学
校
閉
庁
日
の
設
定

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現

在
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す

る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全

国
約
３
７
０
万
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が
調

査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。
対
象
と
な
っ

た
世
帯
の
人
は
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
企
画
財
政
課 

企
画
係

☎
63
・
３
０
０
０

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施

も
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
教
職
員

の
健
康
増
進
と
休
暇
取
得
促
進
の
た
め
、

大
任
町
立
小
中
学
校
の
閉
庁
を
行
う
。

こ
の
期
間
に
土
曜
日
、
日
曜
日
が
含
ま

れ
る
場
合
に
も
新
た
な
閉
庁
日
は
設
け

な
い
。

■
期
間　

毎
年
８
月
13
日
～
15
日

※
緊
急
の
連
絡
は
、
学
校
教
育
課
を
通

し
て
学
校
長
に
行
い
ま
す
。緊
急
の
際
は
、

学
校
教
育
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

問
教
育
課 

学
校
教
育
係

☎
63
・
３
１
１
０

　田川地区消防本部では、下記のとおり
消防吏員採用試験を行います。
■とき　10月14日日
■ところ　田川地区消防本部
※駐車場がありませんので、公共交通機関
を利用してください
■受付期間　８月13日月～ 31日金まで

（土曜日および日曜日を除く）　　　　

　平成 30 年度福岡県田川地区消防組合消防吏員採用試験案内

今任町民会館・島台隣保館教室

　今任町民館、島台隣保館講座では、各
種教室の受講生を随時募集しています。
※習字教室・珠算教室については、対象が
小学１年生～中学３年生になります
※大任町民に限ります
問今任町民会館　☎ 63・2506
問島台隣保館　　☎ 63・2243

教室名 講師（敬称略） 日にち 時   間

今
任
町
民
会
館

手芸 白水 長江 毎月 第2・4 月 10時～ 12時

茶道 鈴木 隆幸 毎月 第2・4 水  9時～ 11時

着付教室 野相 保津美 毎月 第2・4 水 11時～ 12時30分

生花 松本 澄枝 毎月 第2・4 水 13時～ 14時

健康ダンス 野相 保津美 毎月 第2・4 水 13時～ 15時

民踊 山本 弥生 月３回  月 13時～ 15時30分

習字 鈴木 正子 毎週 火 17時30分～ 19時

珠算 中野 君江 毎週 水・金 17時～ 18時30分

島
台
隣
保
館

健康体操 菅 深雪 毎週 月 10時～ 12時
民踊 山本 弥生 月３回  金 13時～ 15時30分
珠算 中野 君江 毎週 月・火 17時～ 18時30分
習字 原 三香 毎週  木 17時～ 18時30分

　

町
内
の
小
中
学
校
へ
通
う
子
ど
も
が

い
る
世
帯
を
対
象
に
、
生
活
保
護
に
準

じ
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
、
学
用
品
費
・
給
食
費
な
ど
を

助
成
し
ま
す
。

■
必
要
な
も
の　

世
帯
全
員
の
住
民
票

と
所
得
証
明
書
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
、
身
分
証
明
書（
運
転
免
許

証
な
ど
）

▼
身
分
証
明
書
は
、
顔
写
真
付
き
で
な

い
場
合
、
２
点
以
上
必
要

▼
申
請
受
付
月
の
翌
月
か
ら
支
給

▼
平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

た
人
は
、
平
成
30
年
１
月
1
日
時
点
で

住
民
票
が
あ
っ
た
市
町
村
で
所
得
証
明

書
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い

▼
大
任
町
以
外
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

は
、
住
民
票
の
あ
る
自
治
体
で
世
帯
全

員
の
住
民
票
と
平
成
30
年
１
月
1
日
時

点
で
住
民
票
が
あ
っ
た
市
町
村
で
所
得

証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い

問
教
育
課 

学
校
教
育
係　

☎
63
・
３
１
１
０

就
学
援
助
制
度

■採用人数　６人程度
■受験資格　平成６年４月２日から平成
13年４月１日までに生まれた人
※受験申込書は、平成30年７月27日金～
８月31日金まで、田川地区内の消防署な
ど数か所で配布します。また、受験申込書
は郵送でも請求することができます
問田川地区消防本部　☎ 44・0651

　

福
岡
法
務
局
と
福
岡
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
８
月
29
日
㈬
か
ら
９

月
４
日
㈫
ま
で
の
1
週
間
を「
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
強
化
週
間
」と
し
て
、
子

ど
も
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の

相
談
を
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
と
き　

①
８
月
29
日
㈬
～
31
日
㈮ 

②

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間

９
月
１
日
㈯
～
２
日
㈰ 

③
９
月
３
日
㈪

～
４
日
㈫

※
①
と
③
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

19
時
ま
で

※
②
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
17
時
ま
で

■
相
談
内
容　

い
じ
め
や
体
罰
、
不
登

校
や
子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
■
相
談
料

　

無
料

問
子
ど
も
の
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

　

介
護
保
険
施
設
を
利
用
す
る
際
の
食

費
と
居
住
費
を
軽
減
す
る
、
負
担
限
度

額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
１
日
以

降
も
引
き
続
き
施
設
を
利
用
す
る
人
で
、

ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
早

め
に
更
新
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
期
間　

８
月
31
日
㈮
ま
で

■
必
要
書
類　

申
請
書
、通
帳
の
写
し（
本

人
お
よ
び
配
偶
者
）、
同
意
書
、
印
鑑

■
申
請
窓
口　

福
祉
課 

福
祉
係

※
申
請
書
は
６
月
に
介
護
保
険
広
域
連
合

田
川
・
桂
川
支
部
よ
り
送
付
し
て
い
ま
す

※
通
帳
に
つ
い
て
は
、
直
近
の
記
帳
を
済

ま
せ
て
来
庁
く
だ
さ
い

問
福
祉
課 

福
祉
係　
☎
63
・
３
０
０
４

問
介
護
保
険
田
川
・
桂
川
支
部

☎
49
・
１
０
９
３

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
更
新
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　田川地区救急の日のつどい 2018
■とき　９月７日金　13時～ 16時10分
■ところ　川崎町勤労青少年ホーム（川崎町）
■内容
▶司会　川上政行さん（元「今日感テレビ」キャスター）
▶講演　災害時の避難所生活と巡回診療
▶その他　救命救急講習、心配蘇生法研修会、緊急
車両の展示・説明など
問田川保健福祉事務所　☎42・9313

Information
衛生業務のお知らせ

衛生業務のお盆休みにご注意ください

◉ゴミ収集
　８月15 日水はゴミの収集業務をお休みし
ます。東部じん芥処理セ
ンターは通常どおり業務
を行いますので持ち込み
は可能です。
　じん芥処理センターに
は、毎日多くのゴミが持
ち込まれていますが、ゴ
ミの分別が不十分な状態です。ルールを
守って正しくゴミを出すようお願いします。
問住民課 衛生係　☎ 63・3003

◉し尿くみ取り
　８月 13 日月から 16 日木まではお盆休
みとなります。４日土・11日土・12 日日・
18 日土は終日受け入れします。
　なお、４日土までに申し込めば、お盆前
までにくみ取りを行います。通常業務の再
開は８月17 日金からとなっています。
問桑野衛生　☎ 63・3217
　松村産業　☎ 63・3650

◉田川地区斎場
　８月15 日水はお休みします。
問田川地区斎場　☎ 42・8002

◉田川地区急患センター
　お盆期間の救急診療は次のとおりです。
■診療日時　８月13 日月
■診察科目　内科
■診察時間
●19 時～ 21時 （内科）
■診療日時　８月14 日火・15 日水
■診察科目　内科・小児科・外科
■診察時間
●９時～ 17 時 （内科・小児科）
●18 時～ 23 時 （内科・小児科）
●９時～ 17 時 （外科）
※12 時～ 13 時は休診です
※救急時のみ利用してください。その際は
保険証を忘れずに持参してください
■ところ　田川地区急患センター（田川市）
問田川地区急患センター
☎ 45・7199

　

家
事（
家
庭
内
や
親
族
間
の
問
題
な

ど
）や
民
事
の
紛
争
解
決
手
段
の
一
つ
に

調
停
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
利
用
に

つ
い
て
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
５
日
㈬　
10
時
～
15
時

※
午
後
15
時
ま
で
に
受
付
し
た
人
は
、
相

談
可
能
で
す

■
と
こ
ろ　

田
川
市
役
所 

１
階
会
議
室

■
相
談
員　

裁
判
所
か
ら
任
命
さ
れ
た

家
事
調
停
委
員
、
民
事
調
停
委
員

問
福
岡
県
家
庭
裁
判
所 

田
川
支
部

☎
42
・
０
１
６
３

無
料
調
停
相
談
会

　

自
衛
隊
採
用
試
験
全
種
目
に
関
す
る

説
明
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
田
川
地
区

■
と
き　

８
月
５
日
㈰
、
19
日
㈰　

筑
豊
地
区
自
衛
官
就
職
説
明
会

■
と
こ
ろ　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー（
田
川
市
）

●
筑
豊
地
区

■
と
き　

８
月
11
日
㈯
～
19
日
㈰

■
と
こ
ろ　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地
域
事
務
所（
飯
塚
市
）

※
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時
ま
で

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地

域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

　

自
衛
隊
と
消
防
が
連
携
し
て
次
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平成 30 年８月から

　70歳以上75歳未満の人の自己負担限度額（月額）が平成30年８月から一部変わ
ります（下表参照）。
　すべての人が安心して医療を受けられる社会を維持するために、世代間・世代内
の負担の公平が得られるよう、負担能力に応じた負担になることを目的としています。
●高額療養費制度とは、一か月に支払った医療費（一部負担金）が高額になったとき、
申請して認められると自己負担限度額を超した金額が支給される制度です
●70歳未満の人の自己負担限度額は変わりません

区分 外来（個人単位）の限度額 外来＋入院（世帯単位）の限度額３回目まで 外来＋入院（世帯単位）の限度額４回目以降

現役並み所得者 57,600 円 80,100 円＋（医療費の総額－ 267,000 円）×１％ 44,400 円

一般 14,000 円
（年間上限額144,000円※） 57,600 円 44,400 円

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円➡

【平成30年７月まで】

区分 外来（個人単位）の限度額 外来＋入院（世帯単位）の限度額３回目まで 外来＋入院（世帯単位）の限度額４回目以降

課税所得
690 万円以上 252,600 円＋（医療費の総額－ 842,000 円）×１％ 140,100 円

課税所得
380 万円以上
690 万円未満

167,400 円＋（医療費の総額－ 558,000 円）×１％ 93,000 円

課税所得
145 万円以上
380 万円未満

80,100 円＋（医療費の総額－ 267,000 円）×１％ 44,400 円

一般 18,000 円
（年間上限額 144,000 円※） 57,600 円 44,400 円

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

【平成30年８月から】

※年間上限額は、８月から翌年７月までの累計額に対して適用されます

　入院または外来で、医療機関窓口での支払いが高額となる人は、保険証と一緒に認定証を提示すれば、医療機関窓口で
の支払い金額が自己負担限度額までとなります。あらかじめ国保の窓口に認定証の交付を申請してください。ただし、認定
証の交付は国民健康保険税の滞納がない世帯の人に限ります。

～申請が必要な人～
　70歳未満の人、70歳以上75歳未満の人で住民税非課税世帯の人
★平成30年８月からは、70歳以上75歳未満の人で「課税所得380万円以上690万円未満の人」「課税所得145万円以上
380万円未満の人」も申請が必要です。

【限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証の申請】

問 福祉課 国保年金係　☎ 63・3004

70 歳以上 75 歳未満の人の
高額療養費の自己負担限度額が変わります

空き家を紹介ください
　大任町では、現在、空き家バンクの制度を運用するための準
備をしています。空き家バンクとは、空き家の所有者が家屋や
土地などの情報を大任町に提供し、町内外で住まいを探してい
る人や移住希望者に対して、インターネットや担当窓口などで
情報を提示し、空き家の利活用を促進する仕組みです。
　空き家バンクを整備することで、空き家所有者の「空き家を
貸したい・売りたい」という希望と、住まいを探している人や大
任町に移住してみたい人の希望を叶えることができます。
　今後、空き家の情報を収集・整理し、大任町のホームページ
などで紹介していく予定です。
　空き家の活用を考えている人は、ぜひ一度、ご連絡ください。

問 総務企画財政課 企画係　☎63・3000
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※敬老祝い金は式典終了後からお渡しいたします。
受け取りには「案内ハガキ」と「印かん」を必ず持参し
てください。持参していない場合は敬老祝い金を受け
取ることができません。なお、当日来られない方は、
後日、福祉課福祉係窓口でも受け取ることができます。

大任町敬老会
■とき　９月９日日　受付 ８時30分　開式 ９時30分
■ところ　レインボーホール

問福祉課 福祉係　☎63・3004

時間を忘れるほどのおもしろさ！全国各地で人気の一座「いろは座」が
抱腹絶倒の60分をお届けします。

■余興

　８月25日土26日日の２日間、道の駅で2018夏祭りを開催します。
子どもから大人まで楽しめるイベントが盛りだくさん。ぜひ、当日
は道の駅おおとう桜街道で夏祭りをお楽しみください。皆さんのご
来場をお待ちしております。
問夏祭り実行委員会（総務企画財政課）
☎ 63・3000（夏祭り）
問大任町教育委員会
☎ 63・3110（盆踊り花火大会）
私たちは、24 時間テレビ 41

「愛は地球を救う」を応援しています。８月25日土・26日日チャリ
ティー募金を受け付けますので、ご協力をお願いいたします。

夏祭りで盆踊り花火大会を開催
※今年の花火の打ち上げは８月25日土 20 時から 
（延期の場合は８月26日日の同時刻から）

※開会・閉会時間に変更はありませんが、各イベントの内容・開始
時間は変更する場合があります。

混雑が予想されます。役場とレインボーホールを臨時駐車場
にしていますので、シャトルバスをご利用ください。

８月 25 日土 19 時 50 分～ 20 時 40 分の間、下図赤色の区間が
通行止めとなることに加え、対岸の花火打ち上げ場所周辺が終日
通行止めになります。

８月25日土 19 時 50 分～ 20 時 40 分
■通行止め時間

■通行止め区間

※悪天候のため、花火が打ち上げられないときは
　翌日の同時刻に延期する場合があります

六本松橋～下今任南交差点

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道

２
０
１
８
夏
祭
り

2018 夏祭りイベントスケジュール

10：00 ～ 22：00土８月25日
時　間 イベントスケジュール

10：00 ～ 10：20 　■開会式

10：30 ～ 11：00 　■ 和太鼓演奏
　　 伊田保育園、宝保育園の園児による和太鼓演奏

11：10 ～ 11：50
　■快盗戦隊ルパンレンジャー VS
　  警察戦隊パトレンジャーショー（第１部）
    終了後にはサイン会を実施

12：00 ～ 13：00
　■吹奏楽コラボレーションイベント
　　大任中学校×陸上自衛隊飯塚駐屯地音楽部の
　　コラボレーションイベント

13：10 ～ 14：10
　■フラダンスショー
　●アロハ フラ
　●プア・エンゼルプリティ

14：20 ～ 14：40 　■今任太鼓
　　今任小学校５・６年生児童による伝統の今任太鼓の演奏

14：50 ～ 15：30
　■快盗戦隊ルパンレンジャー VS
　  警察戦隊パトレンジャーショー（第２部）
    終了後にはサイン会を実施

15：40 ～ 16：10 　■原くにこ ソプラノ・ミニ・コンサート
　　大任町出身のソプラノ歌手、原くにこさんによる歌謡ショー

16：20 ～ 16：40 　■大任町商工会女性部による歌とダンス
　　 スコップ三味線を使った歌とダンスが話題

16：50 ～ 18：20 　■浴衣コンテスト
　　 浴衣が似合う浴衣美人は誰だ

18：30 ～ 20：00 　■第 40 回盆踊り花火大会
　大任町盆踊り花火大会実行委員会による
　盆踊り＆花火（花火の打ち上げは 20 時から）20：00 ～ 20：30

20：30 ～ 21：00 　■盆踊り再開

21：00 ～ 22：00
　■チャリティーバンドライブ
　  ・石油とハニービスケット
　  ・O っ３ず

時　間 イベントスケジュール

10：00 ～ 10：30 　■東鷹高校吹奏楽部による演奏
　　東鷹高校吹奏楽部による演奏

10：40 ～ 11：00 　■クラシックバレエ
　　フェミバレエスクールの子どもたちによるクラシックバレエ

11：00 ～ 11：40 　■それいけ！アンパンマンショー（第１部）
　　終了後サイン会

11：50 ～ 12：40
　■大任町おどり愛好会
　  「望郷じょんがら」「長良川艶

えん

歌
か

」「鳥海山」などを披露

12：50 ～ 13：10 　■フラダンスショー
　●ピカケスタジオ

13：20 ～ 14：10
　■なわとびクイズ大会
　   参加型のなわとびクイズ大会

14：20 ～ 15：00 　■それいけ！アンパンマンショー（第２部）
　　終了後サイン会

15：10 ～ 15：30
　■ Dance Office
　　全日本小中学生ダンスコンクールなどにも出場

15：40 ～ 16：10
　■風船芸人 松下笑一ショー
　　風船を使ったパフォーマンスで全国で活躍中

16：20 ～ 16：40
　■大藪太鼓
　　川筋太鼓の伝統を引き継ぐ子どもたちによる演奏

16：50 ～ 17：00 　■大任町商工会女性部による歌とダンス
　　 スコップ三味線を使った歌とダンスが話題

17：10 ～ 18：10 　■鳥羽一郎 歌謡ショー
　　 演歌歌手である鳥羽一郎さんによる歌謡ショー

18：20 ～ 20：00 　■チャリティーカラオケ
　　夏祭り参加者によるチャリティーカラオケ

20：10 ～ 20：40
　■ TTP-Dance Studio
　　 地元で活躍中のストリートダンス教室
　　  HIPHOP を中心にダンスを披露

イベント終了後 　■閉会式・わくわく抽選会
　　 豪華景品が当たるかも！？ドキドキわくわく抽選会

10：00 ～ 21：30日８月26日
（終了予定）

※都合により変更となる場合があります
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８月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

DVD　　　　　　　　　　　　　　　　　
●ちょっと今から仕事やめてくる 　    　 　  成島 出    監督
●美女と野獣 　　         　 　　　　   ビル・コンドン    監督
●ロードトゥパーディション 　 　   サム・メンデス    監督
C D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●かんぱーい！！　          ワンワン、うーたんなど   　　
●Lemon　          　　　　　　　　  米津 玄師   　　
●続・青春のゴールデンポップス　　 モンキーズなど　 　　

一般書
●三千円の使いかた　　　　　　　　　   原田 ひ香     著
●崩れる脳を抱きしめて  　　    　　　　　　知念 実希人     著
●ハギレで作るかわいい布こもの        高橋 ひとみ    編 
児童書
●すいかくんがね‥　　　　   　  とよた かずひこ     作
●奮闘するたすく　　　　   　　　　　まはら 三桃     著
●お願い！フェアリー 未来からのプロポーズ　  みずの まい  　 作

ち ゃ ん ３歳
Ｈ27年８月９日生まれ

成光・女の子

の日が休室日です。

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

※そのほか、多数入庫しています

町と地域をつなぐ糸

　福岡県内に９店舗を構える「㈱亀山魚中」は、７月14日
に道の駅にオープンしました。当店の看板は厚切りに切っ
た本マグロやかんぱち、ウニやイクラなど７種類の具材が
贅沢にのった海鮮丼です。また、こだわりとして行橋の簑
島からできるだけ多くの新鮮な魚を入荷しています。さら
に８月上旬から毎週土曜日に、九州産のマグロを使った解
体ショー、鹿児島県産の一級品うなぎを使った炭火焼きの
販売なども予定していますので、ぜひ、お越しください。

当店は鮮度の良い本マグ
ロに自信をもっています

～道の駅おおとう桜街道から情報を発信～

　約３年前からさくら館で「タイ古式マッサージ」を行っ
ていて、このマッサージの特徴は二つあります。一つは
手の平、ヒジやヒザ、足など体のさまざまな部分を使い、
筋肉を刺激することです。二つ目はストレッチをしながら
体をほぐしていくことです。そうすることで、人間が本来
もっている免疫力や自然治癒能力を高めることができま
す。体が硬い人ほど効果が期待でき、男女関係なく利用
できるので、ぜひ一度体験しに足を運んでみてください。
問 道の駅おおとう桜街道さくら館　☎63・4126

お風呂上がりは筋肉が
ほぐれ一番効果的です

園田ジャンジラさん
タイ古式マッサージ担当

vol .109 

▼食進会ができた当時から30年以上もの間、さまざまな料理を作ってきました

好きをカタチに
　「桜の花が咲いたときに、中央公園で食進会のメンバー
みんなで作ったお弁当を食べたことが一番の思い出です」
と笑顔で話してくれたのは城戸綾子さん。大任町食生活
改善推進協議会（食進会）の活動で毎週火曜日に「ふれあい
弁当」を作っています。
　城戸さんは食進会に入ってもう30年以上。今年で92
歳を迎えましたが、現在も調理場に立って料理を作ってい
ます。その功績が認められ、今年４月に全国食生活改善
推進員協議会から名誉会員賞が贈られました。受賞した
城戸さんは「この歳を迎えても食進会で活動をできている
ことが一番うれしいです。私は毎週火曜日にみんなと会い、
料理を楽しみながら作ることができる食進会の活動が好き
で、30年以上続けてきました。正直、そんなに年月が経っ
たのかと思います。今回、このような賞をいただけたこと
に感謝したいです」と話してくれました。
　城戸さんは趣味で生け花をしています。以前は、先生
をしていていろんな人たちに教えていたそうです。そのほ
かにも、畑で野菜を育てたり、花を植えたりと元気いっぱ
いに活動しています。
　最後に城戸さんは「食進会のメンバーはみんな料理を作る
ことが好きです。その好きという想いを目に見えるお弁当と
いうカタチにし、依頼をいただいた人の元へ届けています。
そんな人たちのためにもバランスの取れたお弁当を提供し
ていきたいです。また私個人の目標としては体が元気な限
り、ずっと食進会を続けていけたらと思います。今後も、お
弁当を食べる人、作る人たちみんなが笑顔でいられる食進
会での活動を頑張っていきます」と語ってくれました。

城
き

戸
ど

 綾
あ や

子
こ

さん （柿原）

クローズ・アップ

−食進会（名誉会員賞を受賞）− vol .142

　９月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集
します。次回の締め切りは８月17日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

　６月９日、大任小学校体育館が、すてきな演奏や歌声につ
つまれました。本年度から１学期に開くことにした「親と子の
音楽会」。第１部は、大任小ＰＴＡ成人教育委員会が主催する、
大任中学校吹奏楽部の素晴らしい演奏による「音楽鑑賞会」。
第２部は、大任小学校児童会の主催で「心と声を一つに！～
仲間とつくりあげる田川一の歌声集会～」というテーマの「歌
声集会」が開かれました。第１部では、大任中の吹奏楽部の
皆さんが、後輩たちのために日ごろの練習の成果を披露して
くれました。子どもたちは、いろいろな楽器の音色に興味津々
で、その音色の美しさや演奏の迫力に聴き入っていました。
　第２部では、各学年の合唱の発表と、全校児童による「南
風に乗って」と「怪獣のバラード」の発表を行いました。どの
学年も短い練習期間でしたが、とても素晴らしい歌声を聴
かせてくれました。特に全校合唱では、圧倒的な迫力と「歌
が好き！」という気持ちがあふれた表情豊かに歌う姿が印象
的でした。保護者からも「子ども達の成長を感じ取れまし
た。」「全校合唱は一
致団結していて感動
しました。」などの感
想がたくさん寄せら
れ、子ども達のがん
ばりをじっくりと感じることができた音楽会であったようで
す。参観された来賓および保護者の方々ありがとうござい
ました。今後とも大任小学校への支援をよろしくお願いい
たします。
問教育課 学校教育係  ☎63・3110

大任小「親と子の音楽会」開催！

教 育 信通 教 会員育 委

㈱ 亀 山 魚 中
７月14日にオープンしました

問 道の駅おおとう桜街道もみじ館　☎63・4430

く ん ２歳
Ｈ28年８月３日生まれ

上今任・男の子
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故   13 件 （72 件）
●人身事故   ３ 件 （15 件）
●死亡者数   ０ 件 （１件）
●負傷者数   ７ 件 （22 件）

（　）内は平成 30 年の累計

交通事故発生状況（６月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（６月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

（平成 30 年６月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,679 人  （－４）   762 人（±０） 2,441 人 （－４）
女 1,689 人  （－ 10） 1,122 人（＋５） 2,811 人 （－５）
計 3,368 人  （－ 14） 1,884 人（＋５） 5,252 人 （－９）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,499 世帯（ー２）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
道
の
駅
お
お
と
う

桜
街
道
に
隣
接
す
る
花
公
園
で
、
町
内

の
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ

い
に
バ
ン
ザ
ー
イ
！
す
る
様
子
を
撮
影
。

今
年
の
花
公
園
の
ひ
ま
わ
り
は
約
20
万

本
、
1.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

　
８
月
と
い
え
ば
花
火
大
会
。
家
族
や
恋

人
な
ど
、
自
分
が
好
き
な
人
と
見
る
花
火

は
き
っ
と
絶
景
な
は
ず
で
す
。
ド
ラ
マ（
恋

仲
）で
カ
ッ
プ
ル
が
浴
衣
を
着
て
、
金
魚

す
く
い
や
焼
き
鳥
串
を
食
べ
て
い
る
シ
ー

ン
を
見
る
と
、
私
は
い
つ
も
憧
れ
と
敗
北

感
を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
は
何
か

が
違
う
は
ず
…
。
果
た
し
て
リ
ン
ゴ
飴
を

食
べ
る
夢
は
叶
う
の
で
し
ょ
う
か
。（
勇
輝
）

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp/）

●ふるさと香春夏まつり盆踊り大会
■とき　８月15日水　18時30分～ 21時15分
■ところ　香春町役場前広場
※雨天時は16日木に延期。16日が雨天の場合は中止

問香春町観光協会　☎85・8035

 ８月行事予定表 葉月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 30 31 １ ２ ３ ４
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的13時30分〜
14時30分】

踊り愛好会
盆踊り練習日

【 公 民 館 13 時 30 分
〜 15時】

５ ６ ７ 立秋 ８ ９ 10 11 山の日

町内３校出校日 食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

12 13 14 15 16 17 18
心配ごと相談

【視聴覚 10時〜12時】
障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

弁護士
出張無料相談

【視聴覚 13時〜16時】
※要予約

19 20 大暑 21 22 23 処暑 24 25
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

道の駅おおとう桜街道
2018夏祭り
※詳細は10ページ

26 27 28 29 30 31 1
道の駅おおとう桜街道
2018夏祭り
※詳細は10ページ

町内３校
２学期始業式
ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

２ヵ月児
親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅 】
※要予約

１日水～ 31日金
（特別）児童扶養手当

現況届受付開始

１日水～３日金
大任中学校２年生職場体験

５日日～７日火
通学合宿

（自然の森キャンプ場など）

25日土
盆踊り花火大会

（道の駅おおとう桜街道）
18時30分～ 21時

花火打上は20時から

　

　

　

　　　　 　

８月31日金
町県民税・固定資産税

第２期納期限

８月31日金
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

第２期納期限

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●10周年記念コンサートドリーム音楽隊
■とき　９月９日日　開場：13時　開演：13時30分
■ところ　田川青少年文化ホール
■入場料　無料
※ドリーム音楽隊は、平成20年に目や身体の不自由な

メンバーとボランティアスタッフが仲間として音楽隊を

結成。初めは触ったこともなかった楽器に挑戦し、今で

は福祉施設や小学校を訪問して演奏しています

問ドリーム音楽隊（富田）　☎090・5388・1605

◆赤村（http://www.akamura.net/）

●ザ・夏まつり
■とき　８月18日土　17時20分～
※雨天の場合は19日日に変更
■ところ　赤村コミュニティー広場
■内容　今年も商工会青年部主催の夏まつりが
開催されます。特賞「旅行券10万円」の抽選会
や優勝商品「ニンテンドースイッチ」小学生以下
限定のじゃんけん大会など楽しいイベントが盛
りだくさんです。
問赤村商工会　☎62・3333

25日土～ 31日金
飲酒運転撲滅週間

●
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
お
お
と
う
７
月
号
10
ペ
ー
ジ
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
お
知

ら
せ
の
中
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
本
文
３
行
目
で「
平
成
29
年
度
の
町
民

税
」と
記
述
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く

は「
平
成
30
年
度
の
町
民
税
」で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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おおとう
　　議会報告

2018

６
輝きに満ちた町を目指して

議 会 本 会 議 平成 30 年６月定例会が６月４日から
８日までの５日間の日程で開会されまし
たので、その審議内容と結果をご報告い
たします。 ( ４日 ) の審議経過

記

　６月　４日　議会本会議 （出席者 10 名、欠席者 1名）
　　　　　　 （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　６月　６日　総務常任委員会 （専決処分の承認を求めることについて〈専決第１号　大任町課
　　　　　　  設置条例の一部を改正する条例について等の審査〉）
　６月　７日　地域振興常任委員会 （大任町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
　　　　　　  等の審査）
　６月　８日　議会本会議 （出席 11名、欠席者０名）
　　　　　　 （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
６
番
、
次
谷
隆
澄
君
及
び
７

番
、坂
本
年
行
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
６
月
４
日
か

ら
８
日
ま
で
の
５
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
請
願
書
、
陳
情
書
に
つ
い
て
は
あ

り
ま
せ
ん
。

２
、一
般
質
問
の
提
出
な
し

３
、
系
統
議
長
会
関
係

○
４
月
16
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議

長
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
田
川
郡
町
村
議
長

会
県
外
視
察
研
修
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

○
４
月
25
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
第
１
回
理
事
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、専
決
処
分
の
承
認
、

外
４
件
の
協
議
事
項
を
協
議
し
閉
会

し
ま
し
た
。

○
５
月
７
日「
筑
豊
横
断
道
路
建
設

促
進
期
成
会
定
期
総
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
29
年
度
事
業

報
告
、
歳
入
歳
出
決
算
の
承
認
。
平
成

30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
の
承

認
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
５
月
16
日
～
18
日「
田
川
郡
町
村

議
会
議
長
会
行
政
視
察
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
１
日
目
、
和
歌
山

市「
み
ん
な
で
取
り
組
む
災
害
対
策

基
本
条
例
」、
２
日
目
、
和
歌
山
県

み
な
べ
町「
み
な
べ
梅
シ
ス
テ
ム
」、

３
日
目
、
岡
山
県
真
庭
市「
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」に
つ
い
て
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

○
５
月
22
日「
田
川
地
域
国
道
整
備

促
進
期
成
会
役
員
会
、
総
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
本
役
員
の
選
任
、

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出

決
算
の
承
認
、
平
成
30
年
度
事
業
計

画
並
び
に
歳
入
歳
出
予
算
の
承
認
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
同
じ
く
５
月
22
日「
主
要
地
方
道

田
川
直
方
線
延
伸
整
備
促
進
期
成

会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
29
年
度
事
業

報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び

に
平
成
30
年
度
要
望
書
の
承
認
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
５
月
28
日「
全
国
町
村
議
会
議

長
・
副
議
長
研
修
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、「
町
村
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
等
の
あ
り
方
」及
び

「
町
村
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
研

究
報
告
」と
題
し
て
、
山
梨
学
院
大

学
大
学
院
研
究
科
長
・
法
学
部
教
授

江
藤
俊
昭
氏
よ
り
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
、
長
崎
県
小
値
賀
町
、
福
岡
県

大
刀
洗
町
、
徳
島
県
那
賀
町
議
会
議

長
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
研
修
会

が
終
了
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
６
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議

会
運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

６
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
の
５
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
今
回
提
出
議
案
は
、
議
案

第
17
号「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
１
号
大

任
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
）」か
ら
議
案
第
29

号「
平
成
30
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」ま
で
の

13
議
案
で
あ
り
、
議
案
第
17
号
か
ら

議
案
第
29
号
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
す
る
こ
と

に
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
意
第
１
号「
大
任
町
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
日
の
会
議
で
採
決
す

る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
、

一
般
質
問
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
坂
本
年
行
）

○
平
成
30
年
第
１
回
福
岡
県
田
川

地
区
消
防
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い

て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
会
議
の
内
容
は
、「
議
案
第
１
号
、

福
岡
県
市
町
村
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
福
岡
県
市
町
村
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
30
年
３
月
31

日
限
り
、
豊
前
広
域
環
境
施
設
組
合

が
解
散
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
福
岡

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
を
減
少

し
、
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
を
変
更
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
議
案
第
２
号
、
福
岡
県

田
川
地
区
消
防
組
合
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

　
そ
の
内
容
は
、
地
方
公
共
団
体
の

手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
消
防
関
係
の
手
数

料
に
つ
い
て
、
危
険
物
製
造
所
等
の

設
置
許
可
、
完
成
検
査
前
検
査
及
び

保
安
検
査
の
手
数
料
が
増
額
改
定
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
田
川
地
区
消
防

組
合
の
手
数
料
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま

し
た
。

　

次
に
、「
議
案
第
３
号
福
岡
県
田

川
地
区
消
防
組
合
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
」

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
29
年
度
の
人

事
院
勧
告
に
基
づ
き
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
ま
た
、
持
ち

家
手
当
の
支
給
を
廃
止
す
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
議
案
第
４
号
、
福
岡
県

田
川
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て
」

　

そ
の
内
容
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
百
47
万
４
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

19
億
６
千
８
百
14
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

基
金
繰
入
額
の
減
額
補
正
で
あ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
議
案
第
５
号
、
平
成
30

年
度
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

　
そ
の
内
容
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
18
億
６
千
８
百
７
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可

決
致
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
５
月
９
日
老
朽
化
分
署
の

建
て
替
え
に
伴
い
、
庁
舎
建
設
に
関

す
る
情
報
収
集
な
ど
調
査
研
究
の
た

め
、
大
分
県
国
東
市
消
防
本
部
及
び

飯
塚
市
庄
内
元
吉
出
張
所
を
視
察
し

ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
次
谷
隆
澄
）

○
３
月
20
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
30
年
第
１
回
田
川
地
区
斎
場
組

合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご
報
告
致

し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
平
成
29
年
度
経

過
月
分
の
出
納
検
査
報
告
。

　

次
に
、「
議
案
第
１
号
専
決
処
分

の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て（
田
川

地
区
斎
場
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
）に
つ
い
て
」審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
い
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た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
議
案
第
２
号
平
成
30
年

度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
」歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
６
千
４
百
32
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決

致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　

   （
田
中
良
幸
）

○
平
成
30
年
３
月
13
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会
に
つ

い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
よ
り
、

現
在
、
大
任
町
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
、
し
尿
処
理
・
ゴ
ミ
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
に
関
し
、
現
在
ま
で
の
経

過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
１
号
、
田
川
郡
東

部
環
境
衛
生
施
設
組
合
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
、
人

事
院
勧
告
に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の

で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
２
号
、
福
岡
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及

び
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
限

り
、
豊
前
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合

が
解
散
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
福
岡

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
を
減
少

し
、
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
３
号
、
平
成
30
年

度
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
、
４
億
２
千
２
百
52
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

日
程
第
４

・
報
告
第
１
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

日
程
第
５

・
報
告
第
２
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

日
程
第
６

・
報
告
第
３
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

日
程
第
７

・
報
告
第
４
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
に
つ
い
て

日
程
第
８
～
日
程
第
20

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
17
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号
大
任
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
18
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

２
号
大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
19
号　

大
任
町
奨
学
金
給

付
条
例
第
２
条
第
１
号
に
規
定
す
る

受
給
資
格
要
件
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　

大
任
町
奨
学
金
給

付
特
別
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
21
号　

大
任
町
公
告
式
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
23
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
24
号　

福
岡
県
市
町
村
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
25
号　

福
岡
県
自
治
会
館

管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
福
岡
県
自
治
会

館
管
理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
27
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
22
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
26
号　

福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

・
議
案
第
28
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
29
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

日
程
第
21

・
同
意
第
１
号　

大
任
町
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。

総務常任委員会
６日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

佐
々
木　

次
男

●
副
委
員
長

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝 

一

審
査
内
容

・
議
案
第
17
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号
大
任
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　

内
容
は
、「
住
民
課
」を「
住
民

課
」、「
福
祉
課
」に
、「
産
業
経
済

課
」「
特
産
品
開
発
課
」を「
産
業
経

済
課
」と
し
て
一
つ
に
統
合
し
、
特

産
品
開
発
課
は
産
業
経
済
課
特
産
品

開
発
係
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
宮
本
委
員　

社
会
福
祉
協
議
会

の
予
算
は
福
祉
課
、
し
か
し
、
事
務

局
長
は
住
民
課
長
が
兼
務
の
ま
ま
で

す
が
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
宮
本
委
員　

事
務
局
長
は
予
算

を
持
つ
福
祉
課
長
が
適
切
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
検
討
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
18
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

２
号
大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　
内
容
は
、住
民
税
で
は
給
与
所
得
、

年
金
所
得
控
除
額
引
き
下
げ
及
び

総務常任委員会

基
礎
控
除
額
の
引
き
上
げ
、
固
定
資

産
税
で
は
償
却
資
産
・
わ
が
ま
ち
特

例
の
追
加
、
た
ば
こ
税
の
税
率
引
き

上
げ
及
び
加
熱
式
た
ば
こ
税
の
課
税

方
式
の
見
直
し
等
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
19
号　

大
任
町
奨
学
金
給

付
条
例
第
２
条
第
１
号
に
規
定
す
る

受
給
資
格
要
件
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
奨
学
金
給
付
条
例
に
お

け
る
受
給
資
格
の
特
例
を
設
け
る
た

め
、
条
例
の
制
定
を
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
20
号　

大
任
町
奨
学
金
給

付
特
別
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
奨
学
金
給
付
に
お
け
る

受
給
資
格
の
特
例
を
設
け
る
た
め
条

例
の
制
定
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

短
大
や
大
学
で
留

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
が
。

○
永
原
町
長　

当
初
の
条
例
は
、
大

学
や
専
門
学
校
の
１
年
生
を
適
用
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
す
で
に

在
学
中
の
２
年
生
や
３
年
生
に
な
っ

て
い
る
適
用
か
ら
外
れ
る
人
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
母
子
家
庭
で
奨
学
金

制
度
が
始
ま
る
前
に
大
学
に
入
っ
て

い
て
、
非
常
に
苦
し
い
か
ら
適
用
で

き
な
い
か
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
新
条
例
は
、
特
別
に
枠
を

広
げ
て
適
用
外
の
人
を
救
お
う
と
い

う
条
例
で
す
。

○
松
下
委
員　

分
か
り
ま
し
た
。

○
永
原
町
長　

そ
れ
か
ら
、
今
、
留

年
と
い
う
こ
と
が
出
た
の
で
す
が
。

○
教
育
課
長　

留
年
や
休
学
の
件

で
す
が
、
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
学

生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
現
状
の

報
告
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
留

年
、
休
学
が
判
明
さ
れ
れ
ば
奨
学
金

の
支
給
は
そ
の
間
、
停
止
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
永
原
町
長　

同
じ
留
年
で
も
成

績
に
よ
る
も
の
病
気
に
よ
る
も
の

様
々
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
21
号　

大
任
町
公
告
式
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴

い
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
23
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
町
の
自
立
促
進
を
図

る
た
め
、
大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員
長　

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

の
促
進
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す

る
の
か
、
具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
。

○
総
務
企
画
財
政
係
長　

町
内
に
あ

る
活
用
で
き
る
空
き
家
を
公
募
し
登

録
す
る
。
移
住
者
が
そ
の
情
報
を
確

認
し
、
貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人

を
繋
ぐ
と
い
う
こ
と
で
す
。
空
き
家
と

言
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
住
め
る
状
況
で

は
な
く
、
水
回
り
や
ト
イ
レ
や
畳
の
表

替
え
等
に
対
し
て
補
助
事
業
を
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員
長　

具
体
的
に
、
職

員
が
町
内
を
回
っ
て
話
を
す
る
の

か
、
町
民
に
お
願
い
し
て
隣
の
家
が

空
い
て
い
る
よ
と
い
う
形
で
行
く
の

で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
係
長　

広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
周
知
や
各
区
長

さ
ん
に
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た

い
と
区
長
会
総
会
で
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
情
報
が
区
長
さ
ん
か
ら
あ
が
っ
て

き
た
ら
、
所
有
者
の
方
に「
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
で
の
登
録
を
し
ま
せ
ん

か
」と
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

○
松
下
委
員　

い
つ
か
ら
動
き
ま
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
係
長　

早
い
方
が

良
い
の
で
、
６
月
か
ら
７
月
に
は
要

綱
等
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
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○
丹
村
委
員　

特
産
品
と
い
う
の

は
、
町
を
動
か
す
一
つ
の
品
物
で
そ

う
い
う
の
に
力
を
入
れ
、
例
え
ば
町

民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
と
か
、
私

た
ち
が
知
ら
な
い
物
を
高
齢
者
か
ら

吸
い
上
げ
て
開
発
し
よ
う
と
か
考
え

な
い
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

色
々
な
方
面
か
ら

の
ご
意
見
を
吸
収
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
奥
永
委
員　

町
長
に
お
尋
ね
し
ま

す
。
道
の
駅
は
、
将
来
的
に
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
、
簡
単
に
説

明
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
永
原
町
長　

今
年
で
８
年
経
っ

て
、
寄
付
金
も
あ
る
程
度
積
み
立
て

が
で
き
た
が
、
今
後
も
さ
ら
に
積
み

立
て
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
施
設
が
老
朽
化
す
れ
ば

補
修
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、

お
客
さ
ん
の
数
を
維
持
し
増
や
し
て

い
く
と
い
う
状
況
の
中
で
、
子
ど
も

広
場
が
手
狭
で
反
対
側
に
大
き
く

し
た
い
。
例
え
ば
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
で
あ
れ
ば
初
期
投
資
は
問
題
な

い
が
、
年
間
の
維
持
管
理
費
に
５
～

６
百
万
円
か
か
り
ま
す
。
維
持
管
理

費
の
か
か
ら
な
い
物
を
研
究
し
て
、

業
者
に
見
積
も
り
を
取
り
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

道
の
駅
に
ホ
テ
ル
が

で
き
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
。

○
総
務
企
画
財
政
係
長　

大
手
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
が
外
資
系
企
業
と
手
を

組
ん
で
、
県
内
の
道
の
駅
に
隣
接
す
る

宿
泊
だ
け
の
ホ
テ
ル
を
建
て
る
事
業
を

て
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

要
綱
の
中
で
、
不
動

産
屋
が
す
る
の
だ
っ
た
ら
手
数
料
等

が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
こ
は
決
ま
っ

て
な
い
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
係
長　

今
か
ら
で
す
。

○
米
丸
議
長　

リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る

よ
う
で
す
が
、
今
す
ぐ
に
補
助
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
係
長　

近
隣
の
自

治
体
を
参
考
に
設
定
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
米
丸
議
長　

本
町
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
係
長　

町
長
と

協
議
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

空
き
家
状
態
に
な
っ

て
い
て
、
す
ぐ
に
借
り
た
い
と
す
る

と
改
修
に
出
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

○
宮
本
委
員　

借
り
た
い
人
、
貸
し

た
い
人
の
間
を
役
場
が
仲
介
す
る
。
そ

し
て
、
す
ぐ
に
は
住
め
な
い
の
で
、
補

助
金
を
町
で
設
定
し
て
す
る
か
ど
う

か
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
の
段
階
で
あ
っ
て
、

当
然
、
借
り
手
、
貸
し
手
が
い
る
わ
け

だ
か
ら
家
賃
の
話
も
出
て
く
る
わ
け
で

す
よ
ね
。

○
総
務
企
画
財
政
係
長　

そ
う
で
す
。

○
松
下
委
員　

結
局
、
お
金
を
か
け

て
ま
で
誰
か
に
借
り
て
も
ら
お
う
と

い
う
家
主
だ
っ
た
ら
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
補
修
費

を
出
す
お
金
が
な
く
、
地
元
で
一
番

困
っ
て
い
る
の
は
、
朽
ち
て
い
く
空

き
家
が
増
え
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を

活
か
す
た
め
に
す
る
の
で
し
ょ
う
け

れ
ど
、
家
主
が
お
金
を
出
し
ま
す
よ

と
言
う
方
と
、
お
金
は
ど
う
に
か
し

て
ほ
し
い
固
定
資
産
税
分
だ
け
貰
っ

た
ら
い
い
と
か
、
い
ろ
ん
な
条
件
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

○
佐
々
木
委
員
長　

大
枠
を
決
め
て

行
政
の
方
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
田
中
委
員　

空
き
家
対
策
及
び

人
口
を
増
や
す
こ
と
、
で
き
れ
ば
県

外
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
て
始

め
た
こ
と
で
す
か
ら
、
分
か
り
や
す

く
な
る
よ
う
に
予
算
は
ど
こ
か
ら
入

れ
る
か
決
ま
っ
て
ま
す
か
。

○
佐
々
木
委
員
長　

予
算
は
具
体
的

に
決
ま
っ
て
な
く
て
、
こ
う
い
う
事
業

を
や
り
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
24
号　

福
岡
県
市
町
村
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
25
号　

福
岡
県
自
治
会
館

管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
福
岡
県
自
治
会

館
管
理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
議
案
第
24
号
及
び
議
案
第
25
号
は

関
連
議
案
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
括

質
疑
・
討
論
）

　

内
容
は
、
那
珂
川
町
が
那
珂
川

市
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
第
２
９
０
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
27
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
２
千
５
百
47
万
６
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

54
億
９
千
９
百
43
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

ニ
ン
ニ
ク
の
補
助
金

と
負
担
金
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
さ

く
ら
街
道
で
ま
た
新
た
に
何
か
す
る

の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

パ
ン
焼
き
機
の
窯

が
壊
れ
ま
し
て
、
修
理
し
て
も
多
額

の
費
用
が
か
か
る
の
で
新
た
に
購
入

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
松
下
委
員　

パ
ン
屋
が
持
っ
て
く

る
の
じ
ゃ
な
い
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

設
備
は
町
が
設

置
し
、
道
の
駅
が
売
り
上
げ
の
一
部

を
手
数
料
と
し
て
貰
っ
て
い
る
の
で

新
し
く
窯
を
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
教
育
課　

平
成
29
年
度
教
育
委
員

会
の
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
に

つ
い
て
の
報
告
、
人
権
・
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間
に
伴
う
街
頭
啓
発
及

び
講
演
会
日
程
の
報
告

※
総
務
企
画
財
政
課　

道
の
駅
お
お

と
う
桜
街
道
２
０
１
８
夏
祭
り
日
程

の
報
告

※
㈱
お
お
と
う
桜
街
道　

平
成
29
年

度
決
算
報
告

　
以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

地域振興常任委員会
７日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

地域振興常任委員会

審
査
内
容

・
議
案
第
22
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
特
例
対
象
被
保
険
者
等

に
係
る
申
告
が
簡
略
化
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
26
号　

福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
平
成
30
年
10
月
１
日
か

ら
筑
紫
郡
那
珂
川
町
が
那
珂
川
市
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
福
岡
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部
を

変
更
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
該

規
約
の
一
部
変
更
に
関
し
関
係
市
町

村
と
協
議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
第
２
９
１
条
の
11
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
28
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
千
４
百
34
万
２
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

74
億
５
千
67
万
４
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
29
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支

出
の
既
決
額
に
収
益
的
収
入
及
び
支

出
そ
れ
ぞ
れ
３
百
万
円
を
追
加
し
、

収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
６
千
２
百
37
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

収
益
的
収
入
に
つ
き
ま
し
て
、

３
百
万
円
は
営
業
収
益
の
追
加
補
正

で
あ
り
ま
す
。
収
益
的
支
出
に
つ
き

ま
し
て
、
３
百
万
円
は
営
業
費
用
の

追
加
補
正
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　
内
容
は
、
総
務
常
任
委
員
会
と
同

じ
で
す
の
で
、
20
ペ
ー
ジ
を
参
照
願

い
ま
す
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
丹
村
委
員　

専
決
処
分
の
説
明

で
、
特
産
品
開
発
は
産
業
経
済
課
に

含
ま
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
特

産
品
開
発
課
は
ど
う
い
っ
た
方
向
で

進
ん
で
行
く
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

課
を
な
く
し
た
だ

け
で
、
事
業
内
容
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

○
丹
村
委
員　

特
産
品
を
開
発
す

る
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

専
属
の
係
で
や
る

と
い
う
こ
と
で
、
事
業
内
容
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

本
町
に
も
建
設
に
お
け
る
意
向
調
査
が

あ
り
ま
し
て
、
町
も
手
を
上
げ
大
手
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
見
に
来
ま
し
た
。
今

後
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
県
内
の

ど
こ
に
建
て
る
か
候
補
地
に
す
る
か
を

判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

町
と
し
て
も
道
の
駅
と
協
力
し
な
が
ら

情
報
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
奥
永
委
員　

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
係
長　

は
い
。
ま

だ
、
相
手
方
が
県
内
の
道
の
駅
を
視

察
し
て
い
る
段
階
で
、
経
営
は
相
手

方
が
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

経
営
も
向
こ
う
が

す
る
わ
け
で
す
ね
。分
か
り
ま
し
た
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
奥
永
委
員　

道
の
駅
と
臨
時
駐

車
場
が
道
で
分
断
さ
れ
て
い
る
の

で
、
道
を
曲
げ
て
一
体
化
で
き
な
い

で
す
か
。

○
永
原
町
長　

町
道
一
直
線
の
さ
く

ら
街
道
は
桜
並
木
が
一
つ
の
目
玉
で
あ

る
の
で
そ
れ
は
難
し
い
で
す
ね
。
ま
ず

駐
車
場
側
に
ど
の
よ
う
な
施
設
を
作

る
か
に
よ
っ
て
、
高
架
に
す
る
か
地
下

に
す
る
か
考
え
た
い
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
奥
永
委
員　

島
台
橋
の
塗
り
替

え
が
何
年
も
行
わ
れ
て
な
い
が
、
塗

料
の
問
題
と
か
あ
る
の
で
す
か
。

○
事
業
課
長　

塗
料
を
剥
ぐ
の
に
も

費
用
が
掛
か
る
の
で
、
今
後
ど
の
よ

う
に
す
る
か
検
討
中
で
す
。

　
以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。
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議会からのお知らせ

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

次
男

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

次
谷　

隆
澄

　　

議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
議
会
審

議
を
傍
聴
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
30
年
９

月
の
予
定
で
す
。

議 会 本 会 議
８日開会（審議経過）

日
程
第
１
～
日
程
第
13

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　
６
月
４
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、
６
月
７

日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り

９
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　
６
月
４
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、
６
月
７

日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り

４
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
17
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号
大
任
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
18
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

２
号
大
任
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
19
号　

大
任
町
奨
学
金
給

付
条
例
第
２
条
第
１
号
に
規
定
す
る

受
給
資
格
要
件
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　

大
任
町
奨
学
金
給

付
特
別
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
21
号　

大
任
町
公
告
式
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
22
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
23
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
24
号　

福
岡
県
市
町
村
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
25
号　

福
岡
県
自
治
会
館

管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
福
岡
県
自
治
会

館
管
理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
26
号　

福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

・
議
案
第
27
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
28
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
29
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

〈
以
上
13
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異
議

な
く
可
決
〉

（
追
加
議
案
）

日
程
第
14

・
議
案
第
30
号　

大
任
町
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影
響

調
査
結
果
の
縦
覧
等
の
手
続
き
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置

に
あ
た
り
、
生
活
環
境
影
響
調
査
の

縦
覧
手
続
等
を
定
め
る
た
め
、
条
例

を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
平
成
30
年
第
２
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
長
の
初
盆
参
り
を

自
粛
し
ま
す
。

　

田
川
郡
内
の
町
村
議
会
議
長

で
構
成
す
る
田
川
郡
町
村
議
会

議
長
会
で
は
、
公
職
選
挙
法
で
禁

じ
ら
れ
て
い
る
た
め「
御
仏
前
や

お
供
物
、
お
参
り
は
、
公
職
者
と

親
類
以
外
は
遠
慮
す
る
」こ
と
を

申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
今
年
も
例
年
ど
お
り

初
盆
参
り
を
自
粛
致
し
ま
す
。
ま

た
、
中
元
や
暑
中
見
舞
い
な
ど
に

つ
い
て
も
同
様
と
致
し
ま
す
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
町
内
物
故
者

皆
様
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
任
町
議
会
議
長

　
　
　

     

米
丸　
年
一

●
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

６
月
11
日
、
米
丸
年
一
議
長

が
田
川
郡
町
村
議
会
議
長
会

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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